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１．箕面船場の「地の利」抜群のアクセス性 
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２．箕面船場の「知の利」と企業誘致 

産業技術総合研究所 

大阪大学豊中キャンパス 

大阪大学箕面キャンパス 
ライフサイエンスパーク（彩都） 

千里ライフサイエンスセンター 大阪バイオサイエンス研究所 

 大阪大学医学部、同附属病院を始めとし
た 。 

 さらに、彩都地区（箕面市・茨木市）で
は、
により、医療・医薬分野における最先端

技術の国際競争拠点形成が図られている。 

 関西イノベーション国際戦略特区の区域
を新施設予定地に拡大し、

措置により、 

・・・を実現し、 
。 

国立循環器病研究センター 
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３．箕面船場の周辺環境 
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４．船場団地の現状と今後のまちづくりについて 

 船場地区は、昭和４５年の大阪船場繊維卸商団地の開業以来、特別業
務地区として発展してきました。 

 船場地域においては、
させていくことを念頭に置きながら、特

別業務地区として発展してきたまちの特性を活かし、
を

目指していきます。 

 現在、団地の創設から４３年が経過し、建物の老朽化が目立つように
なっています。  
 また、創設当時から比べると、繊維業をとりまく社会情勢も変化し、
ビルや倉庫などに空きが生じるなどリソースが十分活かされていない状
況です。 

 駅周辺は次代を見据えた新産業を担う地区として医療、健康、
福祉産業や環境、教育など新たな産業の核となる施設を誘致し
ます。 
 駅周辺以外の地区については、企業等の集積を図っていくと
ともに、デザイン工房など新規企業家のインキュベーター機能
やカフェなどの交流空間も付加し、様々な機能が連携した一体
的なまちづくりを推進していきます。 4 



５．土地区画整理の位置図 

駅周辺整備地区（６ｈａ）のうち、今回は
エリア１及びエリア２の土地区画整理を行
う予定。 
（平成26年6月：箕面船場駅周辺土地区画 
 整理準備組合設立） 

エリア１及びエリア２以外の駅周辺整備地
区については、左記エリアの整備後に随時
まちづくりを行っていく予定。 
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６．駅周辺地区の配置イメージ 
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７．公共ホール（市施設）の移転計画 

・建物（築48年）が老朽化し、大規模改修や維持管理コストが増大 
・音響設備の古さなどで良いコンテンツが企画できない 
・アクセス性が悪く集客力がない 
・駐車場が少なく車利用の多いイベントは他市へ流出 

新駅直結・徒歩０分が実現 

魅力あるコンテンツの展開により、箕面市民だ
けでなく大阪都心や大阪南部からも集客が可能 

“文化”をコンセプトにしたまちの核になりうる 
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８．公共ホール（市施設）整備イメージ 
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９．新拠点のイメージ 
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